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　４月 29 日（水）から５月３日（日）にかけて島根県で開催された令和８年度中国学生ソフトテ

ニス大会に、喜如嘉出身で現在、福山平成大学２年の福地美楽惟さんが出場し、見事、団体戦優勝、

個人戦（ダブルス）優勝、シングルス３位という素晴らしい成績を収めました。

　この大会は中国地方の頂点を決める大会であり、優勝した美楽惟さんは、全日本大学王座決定戦、

インカレ、全日本学生選抜ソフトテニスインドア選手権への出場を決めました。

大会を終え、美楽惟さんは「王座やインカレ、全日本インドア出場を目標に頑張ってきたので、　

最後まで諦めずプレーしました。また、応援してくださる方々のためにも全力で頑張りました。

団体戦でもダブルスでもチームに貢献できるよう、これからも頑張ります」と意気込みを語りま

した。

　次大会でのさらなる活躍が期待されます。村民みんなで応援していきましょう！！

インカレ出場を決める

中国学生ソフトテニス王者

令和８年度中国学生ソフトテニス大会

福山平成大学２年 福地美楽惟さん（喜如嘉）

祝
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２わんぱく①わんぱくカップ 2026

　５月９日 （土）、 旧大宜味小学校体育館において、 令和８年度わんぱく体験団①「FIFA わんぱくカップ 2026」 が行

われました。

今年度は４年生から６年生までの 32 名の団員が集結。 久々の大所帯となり、 事務局も嬉しい限りです。

最初の活動の目的は 「仲間を知ること」。 ということで、 毎年のことになりますが、 体を動

かして、 みんなでわちゃわちゃ騒いで仲良くなっちゃおう！ わんぱくカップ、 始まりま～す♪

令和８年度わんぱく体験団仲間を作ろう♪ 第１弾 「FIFA わんぱくカップ 2026

　お次はドッヂビー。 ボールとは違い、 投げ方も取り方もいつもとは違います。 もちろん、 よけ方も…。 音もなく飛んでくる

ディスク （フリスビー）。 途中から２枚に増え、 さらに盛り上がる団員たち。 白熱した試合が繰り広げられました。

　午後は５色つなひき、しっぽとり。 速さだけでなく、それぞれの作戦が勝敗を分けます。 じっくり作戦を練って…、突撃だ～！！

　わんぱくカップと言いつつ、 時間が足りなくて （他で盛り上がったからね）、 肝心のサッカーはできませんでしたが、 頭も

体もめいいっぱい使ったわんぱくたち。 さてさて、 気になる結果は？？　全ての種目で強かったブラックポテチの優勝 !!!

　どの班も本当に頑張りました！ いい仲間ができました。 このメンバーで１年間、 楽しく活動していこう！！

　とはいえ、 もしかしたら初めて話す相手もいるかもしれないので、 まずは軽いレクで気持ちをほぐしていきます。

　次は班の名前決め。 １年間呼ばれる班名、 さてさて今年の班名は？？

　「HAPPY チーム」 「わんぱくチーム」 「チームぶながやセブンイレブン」 「ブラックポテチ」 の４班です。 しっかり考えて、 今

年もいい名前が出そろいました。

　体も気持ちもほぐれてきたところで、 いよいよわんぱくカップの始まり。 最初の種目は、 ソフトバレーボールです。

３ こ小合同研修会・村野球大会

　５月 13 日（水）、大宜味小学校１年生教室において、こども園・小学

校合同研修・情報交換会が行われました。

　この研修会は、こども園と小学校の指導内容を相互に理解し、こども

園から小学校への円滑な移行につなげることを目的としています。また、

こども園と小学校の先生同士が情報交換を行い、幼児児童理解や指導法

の理解を深め、日々の保育や授業実践に生かすことをねらいとして実施

されています。年に数回開催され、互いのクラスの保育参観・授業参観

を通して、子どもたちの様子を見ながら情報交換を行っています。

　今回は、１年生の算数の授業を参観しました。単元は「１から 10 まで

の数え方」です。児童たちは数字のカードを使い、隣の友達とどちらが

大きい数字を出せるか勝負したり、先生が鳴らすタンバリンの回数と同

じ数のカードを出したりしながら、楽しんで数字を学んでいました。

　授業中は席を立つ児童もおらず、できる子が友達に教える姿も見られ

るなど、落ち着いて学ぶ姿勢が育っていました。

　１年生は、ルールを守ることや、例を示すと

集中して頑張ることなど、こども園で培ってき

た力をしっかりと発揮していました。こども園

の先生たちは、成長した子どもたちの姿に感動

していました。

こども園での学びが１年生につながって　こ小連携合同研修

　５月 17 日（日）、大宜味小中

学校グラウンドにおいて、2026

年大宜味村野球大会が開催され

ました。

　今年は、田嘉里チーム、謝名

城・喜如嘉連合チーム、塩屋チー

ム、田港チーム、大保チームの

５チームが出場しました。

　第１試合では、田港チームに６点を先取された田嘉里チームでしたが、５回に逆転し、最終的に９

対６で勝利を収めました。その後の試合も次々に勝利し、見事優勝に輝きました。

　１日に３試合を消化し、頂点に立った田嘉里チーム、おめでとうございます！！

　今大会では最優秀選手賞に知念伸さん（田嘉里）、敢闘賞に與那嶺康平さん（塩屋）、打撃賞に山城

貞登さん（田嘉里）が表彰されました。

熱戦を制し、田嘉里チームが優勝　2026 年大宜味村野球大会
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５ 琉球舞踊保存会普及啓発公演会

　５月 23 日（土）、琉球舞踊保存会普及啓発公演会が大宜味村農村環境改善センターで開催されました。

　公演会に先立ち、旧大宜味小学校では小・中学生を対象としたワークショップ（舞踊、歌三線）、大

宜味村役場 2階会議室では一般（小学生以上）を対象とした琉球舞踊講座が行われました。

　つどい室で行われた三線ワークショップでは、塩屋の仲村逸夫さんをはじめ、棚原健太さん、森田夏

子さんが参加者に三線の持ち方、弦の押さえ方、工工四の読み方などを一つひとつ丁寧に教えました。

初めて三線に触れる参加者もいましたが、明るく優しい先生方の手ほどきを受け、最後はみんなで「き

らきら星」を歌いながら弾くことができました。

　ワークショップを終えた参加者からは、「もっと弾きたい」「学校でも三線を教えてほしい」と元気な

声があがりました。

　体育館で行われた舞踊ワークショップ（講師：比嘉いずみ先生ら）には 5名の子どもたちが参加しま

した。「大宜味讃歌」を踊ることを目標に、まずは歌を歌うことから始め、次に踊りの流れを教わりました。

途中から民謡愛好会のメンバーも加わり、一つひとつの動きを確認しながら踊りを覚えました。最後は

みんなで成果を発表し、わずか 1時間で覚えたとは思えないほど息の合った踊りで、見ている人たちを

楽しませました。

　琉球舞踊講座では、鈴木耕太先生から琉球舞踊の歴史や演目の解説など、琉球舞踊について学びまし

た。参加者からは「とても興味深かった」「面白かった」といった声があがりました。

琉球舞踊の魅力を体験する一日　琉球舞踊保存会普及啓発公演会

　午後には改善センターで、琉球舞踊保存会保持者、伝承者による古典舞踊、雑踊りが披露されました。

　村民をはじめ多くの方々が優雅な古典舞踊に見入るとともに、いきいきと踊る雑踊りでは手拍子を送

りながら、演者と一緒に舞踊を楽しみました。見て、学んで、体験して琉球舞踊に魅了される１日とな

りました。

４結 Guts お礼・やんばる駅伝

　５月 16 日（土）、伊是名村で第 33 回やんばる駅

伝競走伊是名島大会が開催されました。

　やんばる駅伝は、沖縄本島北部の市町村と周辺離

島の町村が参加し、伊江島、伊是名島、伊平屋島、

与論島の４島において隔年で開催されています。

　今年は海が荒れていたため与論町が出場できませ

んでしたが、各市町村から 15 チームが出場しました。

　今大会から熱中症対策として総距離を 30 キロに短縮し、「一般女子または 60 代男子」の区間も新設

されるなど、新たな試みの中、島を回る９区間でやんばるの頂点を競いました。

　大宜味村は大会への出場も危ぶまれる中でしたが、２区の知花百音さんが区間４位、６区のサバナ・

ブラディさんが区間３位と大健闘。総合順位は 14 位となりましたが、一人一人が次につながる頼もし

い走りを見せてくれました。

　表彰式では、10 年連続出走者として大宜味区出身の山城弘樹さんが表彰されました。

やんばる駅伝は、18 歳以上（県民大会の日までに 18 歳になっていれば可）の村民、または村に本籍が

ある方なら参加できます。駅伝や陸上に興味のある方は、大宜味村陸上部までご連絡ください。

伊是名島でやんばる駅伝開催　大宜味村の選手が力走

　昨年、謝名城区の平良光明さんの畑で、資金造成を兼ねて

シークヮーサー収穫を行った結 Guts（学童軟式野球部）のメ

ンバーが、５月３日（日）、新調したユニフォームを着て平

良さんを訪ね、ユニフォーム完成の報告とお礼をしました。

　今年で結成 11 年目となる結 Guts は、これまで結成当初か

ら使用していたユニフォームを、保護者が修繕しながら大切

に使ってきましたが、平良さんの協力もあり、今回新しいユ

ニフォームを作ることができました。

　新しいユニフォームは、やんばるの山と海をイメージした青と黄緑色。後ろ側の首元にはシークヮー

サーのイラストも描かれており、大宜味村を表現した一着となっています。

　大宜味小６年で結 Guts キャプテンの宮城飛友磨さんは、「僕たちのために資金造成に協力してくれて

ありがとうございます。このユニフォームを着て優勝するので、応援よろしくお願いします」と、感謝

の気持ちと優勝への熱い思いを伝えました。

　平良さんは「ケガをしないよ

うに、これからも頑張ってくだ

さい」と激励。結Gutsのメンバー

からはダンスパフォーマンスで

のお礼もあり、平良さんや、一

緒にお礼に訪れた保護者、周囲

の人たちを喜ばせました。

新ユニフォームで決意表明　結 Guts 平良さんにユニフォーム完成を報告



大教委通信 No.３７７２０２６年 （令和８年） ６月１日大教委通信 No.３７７２０２６年 （令和８年） ６月１日

６ቇផ✚会・⻠Ṷ会・߅⍮ߖࠄ

大ܽྙఆ঱ൺ生ര൝ٸࡇ෩̳۾ͅࡍる༞੩࢐ັ߄মު̞̾̀ͅ ̤౶̵ͣ

　大ᐅ࿡村ᩍ⫱ጤဨ会では、県እで開催される㐠ື➇ᢏまたはᩥ໬活ືに࠾ける大会➼へ、௦

⾲としてཧຍする㝿のὴ㐵にせする⤒㈝を⿵ຓします。

　

（ᑐ　㇟）��ձ大ᐅ࿡村❧のᑠ学ᰯཬࡧ中学ᰯに在⡠するඣ❺生ᚐ

�ղ大ᐅ࿡村ෆにఫᡤを᭷する㧗ᰯ生

ճ大ᐅ࿡村ෆにᒃఫする⪅のᏊཬࡧ⿕ᢇ㣴⪅で大ᐅ࿡中学ᰯを༞ᴗし㧗

ᰯのಟ学中のもの

　

（஺௜㢠）ண⟬の⠊ᅖෆに࠾いて⯟✵㐠㈤にಀる５๭を஺௜する

（⏦　ㄳ）大会➼が開催される㸯㸮日๓までにᩍ⫱ጤဨ会にᥦ出࠾㢪いします。

　

ࠔ令和㸵年度ᐇ績ࠓ

　　ձὴ㐵人ᩘ（22 ྡ）　ղຓ成㢠（������� ෇）　ճ大会ᩘ（全国㸸２大会、஑ᕞ㸸㸴大会）

ඛࡏၥྜ࠾࠙ ����大ᐅ࿡村ᩍ⫱ጤဨ会（ᢸᙜ㸸島⿄）7(/�9��㸫��㸫　ࠚ

　５月 2� 日（ᮌ）、大ᐅ࿡ᑠ学ᰯከ目ⓗᐊに࠾いて、令和８年度大ᐅ

࿡村学力ྥୖ᥎㐍ጤဨ会⥲会࣭ㅮ₇会が⾜ࢃれました。

　はࡌめに、ᐑᇛᨻಙᩍ⫱㛗が「大ᐅ࿡村に࠾ける࣑ࣗࢥニテ࣭࢕ スࢡー

ルのᵓ᝿㹼地ᇦとともにある学ᰯへ㹼」と㢟してㅮ₇を⾜いました。

ㅮ₇では、࣑ࣗࢥニテ࣭࢕スࢡールとはఱか、なࡐᚲせなのか、地ᇦ

学ᰯ༠ാ活ືとはఱか、また、࣑ࣗࢥニテ࣭࢕スࢡールとの୍体ⓗな

᥎㐍やල体ⓗな㐍め方、大ᐅ࿡村では࡝のように㐍めていくかにࡘい

て、㡰を㏣ってㄝ᫂がありました。

、が୍定の権㝈と㈐௵をもって学ᰯ㐠Ⴀにཧຍし࡝ールとは、ಖㆤ⪅や地ᇦఫ民なࢡス࣭࢕ニテ࣑ࣗࢥ　

⫱てたいᏊ࡝もീや目ᣦす࡭きᩍ⫱ࣙࢪࣅンをඹ᭷しながら、目標にྥかって༠ാする௙⤌みをもࡘ学

ᰯのことです。

　また、地ᇦ学ᰯ༠ാ活ືとは、地ᇦ全体でᏊ࡝もたࡕの学ࡧや成㛗をᨭえるとともに、「学ᰯを᰾と

した地ᇦ࡙くり」を目ᣦして、地ᇦと学ᰯが㐃ᦠ࣭༠ാして⾜うさまࡊまな活ືのことをいいます。

ᨻಙᩍ⫱㛗は、「Ꮚ࡝もたࡕの学ࡧや⫱ࡕをより඘ᐇさࡏるために、⮬ศ事として⪃え、♫会や地ᇦが

「ることが大事ࢃるみで㛵ࡄ⥲

とヰしました。

　ㅮ₇会後には、学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟

会ጤဨண定⪅の⤂௓があり、ࢥ

࣑ࣗニテ࣭࢕スࢡールの➨୍Ṍ

を㋃み出しました。

地֖̜͂͂͜ͅる学ࢷを࿒ঐ̱̀ȁ学ଔ௙会࣒׵会ٳट

７

図書室情報 θ�2　2�2� 年（令和 �年）�月
大ᐅ࿡村ᅗ᭩ᐊ（ᪧ㆟会Ჷ）

大ᐅ࿡村Ꮠ大වஂ ��� ␒地　�9���������9　

６月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計　（2019 年 9 月～）

〇来室者数…のべ 5,034 人

〇貸出冊数…8,029 冊

〇登録者数…206 人

5 月の統計（5/２０まで）

〇来室者数…のべ 40 人

〇貸出冊数…76 冊

『よみがえる琉球の紙 芭蕉紙 しゃかしかぽん』垣花千恵子 / 著・新星出版

『マンガでわかる「だまされない」お金の増やし方』鳥海翔 / 著・KADOKAWA

『イン・ザ・メガチャーチ』朝井リョウ / 著・日本経済新聞社

『カルト宗教信じてました。』たもさん / 著・彩図社

『デコピンのとくべつないちにち』大谷翔平 / 著・ポプラ社　　

紙芝居『キジムナーにあったサンラー』さえぐさひろこ / 著・童心社

ૼᴾბᴾ׋ᴾ୿

現在の蔵書数…9,982 冊📚

ᢎ⢒ᆔຬࠅࠃߛ・࿑ᦠቶᖱႎ

～教育ᆔ員会　会⼏だより～
　　➨３ᅇ　ᩍ⫱ጤဨ会会㆟　　令和８年４月 �� 日（ᮌ）༗後４᫬開催　
　

Ӑᑂ㆟事㡯ӑ

　㆟᱌➨ �� ྕ　ᩍ⫱ጤဨの㎡⫋のྠ意にࡘいて　　　　　　　　　　　　　　　　Ӑྍ決ӑ

会㆟で決定した事㡯を࠾▱らࡏします。

　４月 �� 日（ᮌ）、アイム࣭ࣘニࣂースてだこ࣍ールに࠾いて、

➨ �� ᅇἈ⦖県ᕷ⏫村ᩍ⫱ጤဨ会㐃ྜ会定期⥲会୪ࡧに◊ಟ会が

開催されました。

れた令和８年度Ἀ⦖県ᕷ⏫村ᩍ⫱ጤဨ会㐃ྜ会ຌࢃ⾜の中でࡑ　

ປ⪅⾲ᙲに࠾いて、大ᐅ࿡村ᩍ⫱ጤဨとして８年㛫ᑾ力された山

ୖᬗᏊさんが、８年⾲ᙲをཷけました。

　山ୖさんは、平成 �� 年５月㸯日から令和８年４月 �� 日までの

８年㛫、大ᐅ࿡村のᩍ⫱にᦠࢃり、ᩍ⫱⾜ᨻの᥎㐍にࡈᑾ力いた

だきました。

　௵期を終え、山ୖさんは「ᩍ⫱ጤဨとしてのᙺ目は終えたが、

௒後も大ᐅ࿡村のᩍ⫱に喜如嘉⩧学ᰯの୍ဨとして㛵ࢃれるよう

に頑張っていきたい」とヰしました。

　な࠾、令和８年５月からは、喜如嘉のྜྷ℈༓⛅さんがᩍ⫱ጤဨ

として௵࿨されています。

ྜྷ℈༓⛅さん（喜如嘉）

௵期㸸令和８年５月㸯日から

　　令和 �2 年４月 �� 日

山ષએঊさんȂؗථ８̥ͣࡇ年ນઆȁ大ܽྙఆ͈֗ޗտ֥̱͂̀８年ۼ଄ႁ

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

݃ᴾពᴾ׋ᴾ୿ẅ　📚ありがとうございました📚

『ガージュ—先生－対馬丸事件を生きぬいた少女の物語』田島征彦 / 著・童心社

『戦争遺跡にみるやんばるの沖縄戦 増補改訂版』国頭地区文化財行政連絡協議会

『琉球文学大系８琉球歌謡宮古篇 下』名桜大学「琉球文学大系」編集刊行委員会

6月 23日は慰霊の日です。 　　　　　　

図書室内にて関連資料コーナーを設けています。

ぜひ足を運びご覧ください。
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　　　　「躾 (しつけ )」

　　　国語辞典によれば、 「しつけ」 とは 「礼儀・作法を仕込むこと」 とあります。 また漢字

では 「躾」 と書き、 その字の意味からは美しい身だしなみを指していることがわかります。

　私たちは集団で生きているので、 他人との関係でどうしても身に付けなければならないこ

とや、 やってはいけないことがあります。 そのことをしっかり教え、 身に付けさせることが

「しつけ」 の基本だと思います。

　私たちが社会生活を営む上で身に付けなければならない礼儀・作法は実にたくさんあります。 例え

ば 「あいさつをする」 などは、 人間関係をよくする、 社会に適応するためのものです。 また、 「早寝・

早起きをする」 などは自分の健康を増進するもの、 「交通ルールを守る」 は危険を回避する能力を身

に付けるもの、 「他人がいやがることはしない」 は円滑な友達関係を作るものなどです。 幼児期の躾

には、 昔から 「子は親の背中を見て育つ」 と言われているように、 周りの大人がしっかり正しい見

本を見せることが必要です。 正しい見本を示し、 習慣化するまでできたことを認め、 ほめながら徹底

して教えていくことが大切だと思います。

　小中学校では、 教育の目標にあるように、 学校は、 子供たちが社会で生きていくための基本的な価

値観や倫理観を育む場所で、 教育理念として 「豊かな人格の形成」 が掲げられており、 思いやりや

自立心を持つことが求められます。 これにより子供たちは他者との関係を築く力を身に付けます。

　そのためには、 自分と価値観のより多くの人と関わる経験が必要です。 今年度から準備を進めてい

る学校と地域が連携して取り組む活動の地域学校協働活動において実現を図っていきたいと考えて

います。 一人一人が関わりの中で、 相手の立場になって考える力や行動のし方を身に付けることで、

よりよい社会形成の一員として、 豊かな人生を切り開くことにつながるのではないでしょうか。

政信教育長のあじま～コラム

　暑くなってきました。 そろそろクーラーが活躍する季節です。 20 年近く前、 沖縄に来た時はほとんどクーラーを使いませんで
した。 夏でも網戸にしておけば眠れるくらいの気温だったのに…。 地球沸騰化を肌で感じています。

ߩ߽߈↢ߩ੹᦬⑼ࡀカࠕカ㧤ࡦࡠࡦࠦ

⋠ߣߞࠂߜߢ޿ᨋ㆏ᴪޕߔߢカࡦࡠࡦࠦޔ⑳ޕߪߜߦこんޓ

ߪታޔߤࠇߌࠆ߃⷗ߦ߁ࠃࠆ޿ߡ޿ດ߇⧎޿⊕ޕᆫߩ⑳ߟ┙

ޕߩ߽ߚߞߥߦ߁ࠃߩᑯ⧎߇ߟ৻ߩく߳ん㧓߇㧒 ⪭ߪㇱಽ޿⊕

ん㧓ࠈፓፚ㧒こんߩ㜞ጊߩਛ࿖⷏ᣇࠍ ⪭ߥ߈大޿⊕ߩこޓ

ጊ⣂ߩᩮ㔐ߦ⷗┙ߣߚߡこޔࠄ߆ࠈ๺ฬߣߚࠇࠄߌߟ߇⸒わ

ޕ⧎ߩᧄᒰ߇ߩ߽ߥ޿ߚߺᤊ޿⦡㤛ࠆ޽ߦんਛ⌀ޕߔ߹޿ߡࠇ

こߚ߹߽ࠇนᗲۭࠂߒߢ޿᪢㔎߿ߩん߫ࠍࠆዋߌߛߒᤋߐ߃

ޕߨߡߺߡߒតࠍ⑳ߥんߘޔࠆߖ

㸯日（月）༊㛗会（中）᣺᭰ఇ日

㸴日（ᅵ）国㢌地༊ኟᏘ⥲ྜ体⫱大会

㸵日（日）（ᑠ中）ᤵᴗཧほ

（ᑠ）ぶᏊࡩれあい

８日（月）（ᑠ中）᣺᭰ఇ日

12日（㔠）（ᅬ）ಖ⫱ཧほ日

19日（㔠）村ࢦルフ大会

20日（ᅵ）➨ �2� ᅇ国㢌地༊㺮㺤㺨㺼㺛㺗㺍㺢஺Ḽ会�㹼 2� 日、2� 日

2� 日（ⅆ）Ἀ⦖៘㟋の日

2� 日（水）（ᅬ）㑊㞴カ⦎（ⅆ⅏࣭ᾘⅆ）

2� 日（ᮌ）定౛ᩍ⫱ጤဨ会会㆟

2� 日（㔠）（ᅬ）࠾ᘚᙜ会（４࣭５ṓඣ）

2� 日（ᅵ）ࢃんࡥくղ

࠮˒ 28 ඾

̤ͩͤ͘さん͈඾


